
※ ヘッドライト下向きで測定

黒っぽい服装
約２６ｍ

反射材装着
約５７ｍ

明るい服装
約３８ｍ

令和６年 ９月号

反射材あり

反射材なし

夜間、車から歩行者が見える距離

警視庁交通部

正しく道路を横断していても油断してはいけません!!
○ 気付かれていないかもしれないという意識を持って！
○ 運転手とのアイコンタクトと安全確認！
○ 明るい服装・反射材を身に付ける！

自動車の停止距離は、時速６０ｋｍの場合、約４４ｍです。
反射材を身に付けている場合は、約５７ｍの視認性があるので、
付けていない場合と比べ、安全性が格段に高くなります。

夕暮れ時、夜間、早朝
外出時には反射材を身に付けましょう！

（停止距離は、路面状況や運転手の反応時間によって異なります。）


